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創
立
百
二
十
周
年
記
念
事
業
と
記
念
行
事

本
校
は
令
和
三
年
度
、
創
立
百
二
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
明
治
三
十
四

（
一
九
〇
一
）
年
に
「
田
原
尋
常
高
等
小
学
校
付
設
成
章
館
」
と
し
て
、
旧

田
原
藩
の
藩
校
「
成
章
館
」
の
文
字
が
復
活
し
た
時
を
起
点
に
カ
ウ
ン
ト
し

た
も
の
で
す
。

創
立
百
二
十
周
年
に
際
し
て
、
同
窓
会
（
成
章
会
）
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
役
員
の

方
々
と
教
職
員
か
ら
な
る
準
備
委
員
会
（
後
に
実
行
委
員
会
）
が
組
織
さ
れ
、

記
念
事
業
と
記
念
行
事
の
企
画
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
資
金
と

な
る
募
金
活
動
に
つ
い
て
も
、
特
定
寄
付
と
一
般
寄
付
に
分
け
て
お
願
い
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の
ご
時
世
で
、
一
度
は
計
画
の
見
直
し
や
実
施
時
期
の
再

検
討
な
ど
難
し
い
問
題
も
あ
り
ま
し
た
が
、
令
和
三
年
四
月
三
十
日
（
金
）

に
は
、
オ
オ
タ
ザ
ク
ラ
植
樹
式
を
、
令
和
三
年
十
月
二
十
日
（
水
）
に
は
、

Y
ouT

ube

の
ラ
イ
ブ
配
信
と
い
う
方
法
に
は
な
り
ま
し
た
が
記
念
式
典
を

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
創
立
百
二
十
周
年
記
念
事
業
や
記
念
行
事
に
つ
い
て
、
広
く
同
窓

生
の
み
な
さ
ま
や
関
係
の
み
な
さ
ま
に
告
知
で
き
る
よ
う
、
成
章
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
中
に
「
創
立
百
二
十
周
年
特
設
ペ
ー
ジ
」
を
令
和
三
年
八
月
八
日

（
日
）
に
開
設
し
ま
し
た
。（https://w

w
w

.seisho-kai.org/120th

）

記
念
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
オ
オ
タ
ザ
ク
ラ
の
移
植
に
最
適
な
時
期
を

選
ん
で
、
令
和
三
年
三
月
二
十
四
日
（
水
）
に
植
樹
が
完
了
し
、
説
明
板
の

設
置
も
年
度
末
に
は
完
工
し
ま
し
た
。

オ
オ
タ
ザ
ク
ラ
に
つ
い
て
は
、
そ
の
名
前
の
謂
わ
れ
と
な
っ
た
、
本
校
の
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前
身
、
成
章
中
学
校
の
卒
業
生

で
あ
る
太
田
洋
愛
の
ボ
タ
ニ
カ

ル
ア
ー
ト
に
関
わ
る
展
示
が
、

田
原
市
博
物
館
で
企
画
展
「
日

本
ボ
タ
ニ
カ
ル
ア
ー
ト
の
巨

星 

太
田
洋
愛
展
」
と
題
し
て
令

和
三
年
十
月
二
日
（
土
）
か
ら

十
一
月
二
十
八
日
（
日
）
ま
で

開
催
さ
れ
、
記
念
事
業
の
「
太

田
洋
愛
ボ
タ
ニ
カ
ル
ア
ー
ト
の

啓
発
活
動
」
の
一
環
と
し
て
、

「
特
別
引
換
券
」
を
ご
利
用
い

た
だ
い
た
お
客
様
が
五
百
三
十
二
名

（
総
来
館
者
数
四
千
五
百
十
六
名
）（
と

も
に
暫
定
値
）
に
達
し
ま
し
た
。

ま
た
、
記
念
式
典
に
供
す
る
た
め
の

記
念
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
と
ク
リ
ア
フ
ァ
イ

ル
の
作
成
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ま
で
に

生
徒
の
み
な
さ
ん
か
ら
募
集
し
て
採
用

し
た
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
ロ
ゴ
マ
ー

ク
を
あ
し
ら
い
ま
し
た
。
記
念
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
内
面
に
「
創
立
百
二
十
年

の
あ
ゆ
み
」
と
題
し
て
、
沿
革
と
生
徒
の
活
躍
を
ま
と
め
ま
し
た
。
ま
た
、

ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
の
裏
面
に
は
太
田
洋
愛
の
描
い
た
オ
オ
タ
ザ
ク
ラ
を
配
し

ま
し
た
。

そ
し
て
、
記
念
式
典
に
先
立
ち
令
和
三
年
十
月
九
日
（
土
）
午
後
一
時

三
十
分
か
ら
、「
創
立
百
二
十
周
年
」
を
冠
し
た
、
式
典
当
日
の
各
社
新
聞

記
事
に
情
報
を
供
す
る
た
め
の
座
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
場
所
は
崋
山
会

館
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
を
使
い
ま
し
た
。
石
黒
功
実
行
委
員
長
（
同
窓

会
長
）
の
趣
旨
説
明
の
後
、
小
林
一
弘
（
高
十
七
回
）
さ
ん
、
山
下
政
良

（
高
十
九
回
）
さ
ん
、
河
合
利
則
（
高
二
十
四
回
）
さ
ん
、
鈴
木
照
彦
（
高

二
十
五
回
）
さ
ん
、
青
山
昌
俊
（
高
三
十
六
回
）
校
長
先
生
が
参
加
し
ま
し

た
。
進
行
は
岡
本
幸
樹
さ
ん
と
田
中
ほ
の
夏
さ
ん
、
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
中
川

愛
梨
さ
ん
と
白
石
あ
ん
さ
ん
が
務
め
ま
し
た
。
そ
し
て
、
式
典
当
日
の
東
日

新
聞
に
は
、見
開
き
二
面
に
わ
た
り
「
歴
史
と
伝
統
継
承
し
新
た
な
未
来
へ
」

と
題
し
て
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

記
念
事
業
の
柱
の
一
つ
で
あ
る
体
育
館
の
緞
帳
一
式
と
防
球
ネ
ッ
ト
の
更

新
工
事
が
令
和
三
年
十
二
月
一
日
（
水
）
と
二
日
（
木
）
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
か
な
か
記
念
事
業
が
進
ま
な
い
中
、
幕
の
素
材
や
色
合
い
は
あ
る
程
度
選

ん
で
き
た
の
で
す
が
、
い
ざ
、
工
事
の
段
に
な
る
と
、
源
氏
幕
に
刺
繍
す
る

文
字
の
文
言
や
デ
ザ
イ
ン
、
水
引
幕
に
掲
げ
る
校
章
の
大
き
さ
や
色
合
い
な

ど
、
解
決
す
る
べ
き
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
両
日
、
現
場
で

工
事
に
あ
た
っ
た
専
門
業
者
の
み
な
さ
ん
の
お
仕
事
は
、ま
さ
に
職
人
技
で
、

レ
ー
ザ
ー
墨
出
し
器
の
ビ
ー
ム
を
基
準
に
し
て
ミ
リ
単
位
の
調
整
を
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
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ま
た
、
募
金
活
動
も
、
特
定
寄
付
に
つ
い
て
は
、
目
標
額
の
千
五
百
万
円

に
十
月
二
十
五
日
（
月
）
に
達
成
し
ま
し
た
の
で
こ
の
口
座
は
閉
鎖
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
一
般
寄
付
に
つ
い
て
は
、
令
和
四
年
の
一
月
末
現
在
、
目
標

額
の
千
二
百
万
円
に
対
し
て
千
万
円
を
超
え
約
九
十
％
の
達
成
率
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ご
協
力
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

準
備
委
員
会
な
ら
び
に
実
行
委
員
会
の
記
録

第
一
回
準
備
委
員
会
　
令
和
元
年
九
月
二
十
八
日
（
土
）

一
、
創
立
百
二
十
周
年
記
念
事
業
の
概
要
に
つ
い
て

二
、
記
念
事
業
実
行
委
員
会
の
組
織
に
つ
い
て

三
、
記
念
事
業
の
準
備
日
程
に
つ
い
て

四
、
専
門
部
会
よ
り

第
二
回
準
備
委
員
会
　
令
和
二
年
一
月
三
十
日
（
木
）

一
、
総
務
部
会
か
ら
記
念
式
典
に
つ
い
て

二
、
記
念
事
業
部
会
か
ら
記
念
事
業
内
容
に
つ
い
て
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三
、
財
務
部
会
か
ら
募
金
規
模
と
方
法
に
つ
い
て

第
三
回
準
備
委
員
会
　
令
和
二
年
三
月
二
十
三
日
（
月
）

一
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

二
、
記
念
事
業
の
追
加
内
容
に
つ
い
て

第
四
回
準
備
委
員
会
　
令
和
二
年
六
月
十
六
日
（
火
）

一
、
事
業
の
延
期
に
つ
い
て

二
、
講
演
会
の
人
選
と
内
容
に
つ
い
て

三
、
寄
付
の
延
期
に
つ
い
て

第
五
回
準
備
委
員
会
　
令
和
二
年
十
一
月
十
三
日
（
金
）

一
、
令
和
三
年
の
記
念
事
業
・
計
画
の
検
討
に
つ
い
て

二
、
田
原
市
博
物
館
の
太
田
洋
愛
展
に
つ
い
て

三
、
記
念
品
に
つ
い
て

四
、
事
業
運
営
の
予
算
に
つ
い
て

第
六
回
準
備
委
員
会
（
第
一
回
実
行
委
員
会
）　

令
和
三
年
一
月
二
十
六
日
（
火
）

一
、
準
備
委
員
会
を
実
行
委
員
会
に
移
行
す
る

二
、
募
金
趣
意
書
・
収
支
予
算
計
画
書
に
つ
い
て

三
、
募
金
活
動
に
つ
い
て
（
募
金
期
間
を
令
和
三
年
八
月
一
日
か
ら
令
和

四
年
七
月
三
十
一
日
と
す
る
）

四
、
今
後
の
事
業
計
画
の
確
認
に
つ
い
て

①
三
月
中
旬
に
オ
オ
タ
ザ
ク
ラ
を
移
植

②
四
月
三
十
日
（
金
）
に
オ
オ
タ
ザ
ク
ラ
植
樹
式

③
十
月
二
十
日
（
水
）
に
創
立
百
二
十
周
年
記
念
式
典

④
記
念
品
と
し
て
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
の
作
成

⑤
ロ
ゴ
マ
ー
ク
・
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
募
集

⑥
開
設
準
備
中
の
成
章
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://w

w
w

.seisho-
kai.org/

）
に
順
次
掲
出

第
二
回
実
行
委
員
会
　
令
和
三
年
四
月
二
十
日
（
火
）

一
、
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
・
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
募
集
に
つ
い
て

二
、一
般
寄
付
の
返
礼
品
に
つ
い
て

三
、
記
念
式
典
の
講
演
会
の
演
者
に
つ
い
て

四
、
オ
オ
タ
ザ
ク
ラ
の
移
植
と
植
樹
式
の
進
め
方
に
つ
い
て

五
、
募
金
活
動
の
準
備
状
況
に
つ
い
て

第
三
回
実
行
委
員
会
　
令
和
三
年
六
月
二
十
二
日
（
火
）

一
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

二
、
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
・
ロ
ゴ
マ
ー
ク
（
決
定
）
に
つ
い
て

三
、
記
念
式
典
の
進
め
方
（
リ
モ
ー
ト
併
用
）
に
つ
い
て

四
、
記
念
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
に
つ
い
て

五
、
体
育
館
の
緞
帳
な
ど
諸
幕
の
色
や
素
材
の
決
定
と
工
事
日
程
に
つ
い
て

六
、
野
球
部
の
雨
天
練
習
場
（
シ
ー
ト
張
替
え
）
の
工
事
日
程
に
つ
い
て

七
、
募
金
活
動
の
具
体
的
な
分
担
と
進
め
方
に
つ
い
て
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第
四
回
実
行
委
員
会
　
令
和
三
年
九
月
七
日
（
火
）

一
、
記
念
式
典
の
進
め
方
（
講
演
会
は
中
止
、
崋
山
会
館
か
らY

ouT
ube

の
ラ
イ
ブ
配
信
）
に
つ
い
て

二
、
記
念
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
体
裁
に
つ
い
て

三
、
記
念
品
（
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
な
ど
）
の
発
注
に
つ
い
て

四
、
感
謝
状
の
作
成
に
つ
い
て

五
、
記
念
式
典
当
日
の
進
行
と
打
合
せ
に
つ
い
て

六
、
体
育
館
の
緞
帳
な
ど
諸
幕
と
防
球
ネ
ッ
ト
の
設
置
工
事
の
工
程
に
つ

い
て

七
、
体
育
館
の
放
送
設
備
の
設
置
工
事
日
程
に
つ
い
て

八
、
野
球
部
の
雨
天
練
習
場
の
工
事
日
程
と
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
支
柱
の
購
入

日
に
つ
い
て

九
、
太
田
洋
愛
ボ
タ
ニ
カ
ル
ア
ー
ト
の
啓
発
活
動
へ
の
具
体
的
な
方
策
に

つ
い
て

十
、 

九
月
六
日
現
在
の
募
金
状
況
（
五
十
％
超
）
に
つ
い
て

十
一
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
の
み
な
さ
ん
へ
の
募
金
依
頼
に
つ
い
て

第
五
回
実
行
委
員
会
　
令
和
三
年
十
二
月
十
七
日
（
金
）

一
、
収
支
予
算
計
画
書
（
修
正
案
）
に
つ
い
て

二
、
返
礼
品
（
一
般
寄
付
）
の
送
付
に
つ
い
て

三
、
国
際
交
流
基
金
の
運
用
に
つ
い
て.

記
念
事
業
（「
記
念
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
」
か
ら
）

一
、
記
念
式
典
の
開
催

記
念
式
典
は
、
令
和
三
年
十
月
二
十
日
に
崋
山
会
館
か
ら

Y
ouT

ube

の
ラ
イ
ブ
配
信
で
行
い
ま
す
。

二
、
創
立
百
二
十
周
年
記
念
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
発
行

記
念
式
典
に
合
わ
せ
て
創
立
百
二
十
周
年
記
念
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作

成
し
、
創
立
百
十
周
年
以
降
の
十
年
間
の
記
録
を
生
徒
の
皆
さ
ん
の

活
躍
と
と
も
に
紹
介
し
ま
す
。

三
、
国
際
交
流
基
金
の
積
立

平
成
二
年（
一
九
九
一
）に
当
時
の
田
原
町（
現
田
原
市
）は
、ジ
ョ
ー

ジ
タ
ウ
ン
市
（
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州
）
と
姉
妹
都
市

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
翌
年
、
本
校
は
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
市
に
あ
る

ス
コ
ッ
ト
高
校
と
姉
妹
校
提
携
し
、
以
来
ス
コ
ッ
ト
高
校
に
生
徒
を

派
遣
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
短
期
研
修
派
遣
等
の
国
際
交
流
事
業
に

充
て
る
た
め
、
基
金
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

四
、
緞
帳
の
整
備
（
舞
台
用
諸
幕
を
含
む
）

体
育
館
の
緞
帳
等
の
老
朽
化
に
伴
い
、
緞
帳
等
の
舞
台
用
諸
幕
及
び

装
置
関
係
一
式
を
新
た
に
整
備
し
ま
す
。

五
、
体
育
館
防
球
ネ
ッ
ト
の
更
新

体
育
館
防
球
ネ
ッ
ト
を
更
新
し
、
体
育
館
設
備
の
適
切
な
維
持
管
理

を
行
い
ま
す
。

六
、
体
育
館
放
送
設
備
の
更
新

体
育
館
放
送
設
備
の
老
朽
化
に
伴
い
、
調
整
室
機
器
、
舞
台
袖
機
器
、

ス
ピ
ー
カ
ー
、
マ
イ
ク
等
の
設
備
を
更
新
し
ま
す
。

七
、
創
立
百
二
十
周
年
記
念
植
樹
、
説
明
板
の
設
置

令
和
三
年
四
月
三
十
日
、
本
校
中
庭
に
お
い
て
オ
オ
タ
ザ
ク
ラ
植
樹
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　太田洋愛（1910～1988）は、成章高校の前身成章
中学校の卒業生で、日本のボタニカルアート（植物画）
の草分け的な存在です。
　太田洋愛は本名を保といい、成章高校の近くで生ま
れ、小さなころから絵を描くことが好きな少年でした。 卒
業後、当時の満州に渡り、満州教育専門学校植物学教
室で「はす博士」大賀一郎博士に植物画を学びました。
　終戦後、シベリアに抑留され、帰国後は東京に出て、
教科書や百科事典に掲載する植物の原画を手がけな
がら、日本山林美術協会、日本理科美術協会の創立な
どに携わり、植物画を美術作品となるような活動も進め
ました。1970（昭和45）年にはついに日本ボタニカル
アート協会を創立させました。 また、春になると、沖縄か
ら北海道まで日本各地を巡り大好きな桜を描きました。 
そして、その旅の途中、岐阜県白川村本覚寺で新種の
桜を発見しました。 オオタザクラは紫赤色の花びらが多

い菊咲の桜です。 この新種の桜を大井次三郎博士は、
発見者の洋愛を称え「オオタザクラ」と命名しました。 
誰も気付かなかった新種が、ひとりの植物画家によって
発見されたのでした。
　この成果は大井博士との共著で1972（昭和47）年に
図譜『日本桜集』にまとめています。また『原色日本のラ
ン』、『原色図譜園芸植物』などの原画、『太田洋愛画集』
など数多くの著作で知られています。
　洋愛の作品のすばらしさはもちろん、自分の夢をかな
えるため満州に渡った決断力、ボタニカルアートを芸術
作品として世に認めさせた行動力、何よりも好きなもの
に集中する純粋さ。 これら洋愛の生き方に、これからの
人生で学ぶことがたくさんあります。
　田原市博物館では10月2日～11月28日の日程で、
太田洋愛展を開催します。私たちの先輩の魂のこもった
作品は見ごたえ十分です。

『趣味の園芸』　1976年2月

『趣味の園芸』　1975年6月

シクラメン②チューリップ①コスモス①

①『原色図譜園芸植物』（露地編）1971年 平凡社、　②同（温室編）1977年 平凡社

制作・著作　愛知県立成章高等学校創立 120周年記念事業実行委員会　　
⇒ 解説の動画は、成章会ホームページからご覧いただけます。

Note

　オオタザクラは世界遺産白川郷にある本覚寺（岐阜県大野郡白川
村荻町）で、1969（昭和44）年5月に発見されました。花は大きく直径
4～5cmのものもみられます。葉の表面や小さい枝には毛があり、雌し
べの数も20個ちかく、花弁も100枚以上あり、雌しべの塊が花弁から
飛び出しているような特徴のある形状です。現在でも、本覚寺の境内
には、岐阜県指定天然記念物と白川村指定天然記念物のものがそ
れぞれ1本ずつあります。
　白川郷は1995（平成7）年にユネスコの世界遺産リストに「白川
郷・五箇山の合掌造り集落」として記載されました。集落景観の特徴
として、大型の茅葺き屋根の合掌造り民家が59棟も建ち並び、周囲
には田畑が展開し、その外側の山林は広葉樹林です。
　地形は庄川が作った南北に細長い三日月形の谷底平野で、
3,000m級の高峻な山脈に挟まれた場所です。集落は標高約500m
の段丘面上の平坦地にあり、ここが生活の舞台となっています。
　気候は内陸性気候区に属し、冬の降水量が多いのは積雪のため
で、過去の極値は「昭和56年豪雪」の2,174cmでした。気温は1月
が-1.1℃と低くなりますが、8月は23.5℃と上昇し、中央高地の特徴
を示しています。

気温と降水量のデータは気象庁の掲出するデータで、ともに1981-2010年の30年間の観測値の平均
（平年値）です。白川郷のものは「岐阜県白川」を、渥美半島のものは「愛知県伊良湖」を使用しました。
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成章高校の
オオタザクラ

太田洋愛が描いたオオタザクラ

太
田
洋
愛
と

オ
オ
タ
ザ
ク
ラ

増
山
禎
之（
田
原
市
博
物
館
館
長
）

愛
知
県
立
成
章
高
等
学
校
創
立
百
二
十
周
年
記
念
事
業 

オ
オ
タ
ザ
ク
ラ
植
樹
式 

配
付
資
料

令
和
三
年
四
月
三
十
日（
金
）

太田洋愛成章中学校時代 県天然記念物指定の1972年に本覚寺住職（右）と　

太田洋愛が描いたオオタザクラ

式
及
び
説
明
板
の
除
幕
式
を
行
い
ま
し
た
。

オ
オ
タ
ザ
ク
ラ
は
、
世
界
遺
産
白
川
郷
に
あ
る
本
覚
寺
か
ら
本
校
創

立
百
二
十
周
年
を
記
念
し
て
移
植
し
た
も
の
で
す
。こ
の
サ
ク
ラ
は
、

旧
制
成
章
中
学
校
卒
業
の
太
田
洋
愛
が
本
覚
寺
で
発
見
し
た
新
種
の

八
重
桜
で
、
そ
の
名
に
ち
な
み
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

八
、
太
田
洋
愛
ボ
タ
ニ
カ
ル
ア
ー
ト
の
啓
発
活
動

太
田
洋
愛
の
功
績
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
啓
発
活
動
を
行
い
ま

す
。
田
原
市
博
物
館
で
は
、
十
月
二
日
（
土
）
か
ら
十
一
月
二
十
八

日
（
日
）
ま
で
企
画
展
「
日
本
ボ
タ
ニ
カ
ル
ア
ー
ト
の
巨
星 

太
田

洋
愛
展
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

九
、
部
活
動
支
援

劣
化
の
著
し
い
部
活
動
施
設
の
整
備
を
行
う
も
の
で
、
野
球
部
雨
天

練
習
場
の
シ
ー
ト
張
替
え
及
び
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
支
柱
を
更
新
し
、

活
動
を
支
援
し
ま
す
。

 

オ
オ
タ
ザ
ク
ラ
植
樹
式

日
時　

令
和
三
年
四
月
三
十
日
（
金
）
午
後
三
時
二
十
分
か
ら

会
場　

各
教
室
お
よ
び
体
育
館　

中
庭

次
第　

講
演
会
（
動
画
視
聴
）「
太
田
洋
愛
と
オ
オ
タ
ザ
ク
ラ
（
解
説
）」

　
　
　

田
原
市
博
物
館
館
長 

増
山
禎
之
氏

　
　
　

オ
オ
タ
ザ
ク
ラ
披
露

　
　
　

説
明
板
除
幕
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記
念
式
典
（YouTube

の
ラ
イ
ブ
配
信
）

日
時　

令
和
三
年
十
月
二
十
日
（
水
）
午
後
二
時
二
十
分
か
ら

会
場　

崋
山
会
館
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

次
第　

開
式
の
辞

　
　
　

実
行
委
員
長
挨
拶

　
　
　

来
賓
祝
辞

　
　
　

感
謝
状
贈
呈

　
　
　

記
念
事
業
の
紹
介

　
　
　

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
披
露

　
　
　

校
長
挨
拶

　
　
　

生
徒
代
表
挨
拶

　
　
　

閉
式
の
辞

　
　
　
「
太
田
洋
愛
展
」
み
ど
こ
ろ
案
内

感
謝
状
贈
呈
者
（
敬
称
略
）

歴
代
同
窓
会
長

　

松
井
昭

歴
代
校
長

　

青
木
睦
彦　

鈴
木
雅
也　

木
藤
政
美

歴
代
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

　

藤
城
公
成　

岩
崎
仁　

神
谷
康
元　

河
合
幹
雄　

浦
山
誠
之

創
立
百
二
十
周
年
記
念
事
業
功
労
者

太
田
修
平
（
オ
オ
タ
ザ
ク
ラ
資
料
提
供
）

原
田
秀
嗣
（
オ
オ
タ
ザ
ク
ラ
寄
贈
本
覚
寺
住
職
）
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実
行
委
員
長
挨
拶
（
創
立
百
二
十
周
年
を
迎
え
て
）

本
日
は
ご
多
用
の
中
、
田

原
市
長
山
下
様
を
始
め
、
本

校
発
展
に
ご
尽
力
い
た
だ
き

ま
し
た
歴
代
同
窓
会
長
、
校

長
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
他
ご
臨
席

頂
い
た
皆
様
に
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
本
校
は
藩
校
「
成
章
館
」
を
母
体
に
田
原
尋
常
高
等
小
学

校
付
設
の
「
成
章
館
」
と
し
て
明
治
三
十
四
（
一
九
〇
一
）
年
に

再
興
さ
れ
て
以
来
、
本
年
百
二
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。
今
日
に
至

る
ま
で
二
万
五
千
余
名
の
卒
業
生
が
、
地
元
東
三
河
は
元
よ
り
、

国
内
外
各
界
・
各
方
面
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

さ
て
昨
年
一
月
か
ら
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
拡
大
し
、
世

界
的
な
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
続
い
て
い
ま
す
。
わ
が
同
窓
会
も
本
部

を
含
め
全
国
八
地
区
の
成
章
会
全
て
が
昨
年
、
本
年
と
二
度
の

総
会
を
中
止
す
る
な
ど
、
活
動
の
制
限
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
も
同
窓
会
会
員
の
皆
様
に
母
校
の
様
子
や

百
二
十
周
年
記
念
事
業
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
、
同
窓
生
同
士
活

発
な
交
流
を
進
め
て
い
き
た
い
と
二
月
末
に
成
章
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
開
設
し
、
様
々
な
情
報
の
発
信
を
始
め
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ

り
新
た
な
交
流
が
出
来
つ
つ
あ
り
ま
す
。

本
日
の
式
典
も
コ
ロ
ナ
禍
で
開
催
も
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
規

模
は
縮
小
し
た
も
の
の
、
各
地
区
成
章
会
の
役
員
さ
ん
や
現
役
生

徒
さ
ん
も
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
や
教
室
でY

ouT
ube

ラ
イ
ブ
中
継

に
て
参
加
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。

今
回
創
立
百
二
十
周
年
を
記
念
し
、
校
内
施
設
支
援
と
し
て
体

育
館
の
緞
帳
、
防
球
ネ
ッ
ト
、
放
送
設
備
の
更
新
、
ま
た
創
立

九
十
周
年
時
に
始
ま
っ
た
国
際
交
流
基
金
の
積
み
立
て
な
ど
を
行

い
、
現
役
生
徒
の
成
長
や
母
校
の
発
展
に
寄
与
で
き
れ
ば
と
存
じ

ま
す
。

ま
た
今
春
に
は
、
本
校
中
庭
に
成
章
と
深
い
縁
の
あ
る
オ
オ
タ

ザ
ク
ラ
の
記
念
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
桜
は
成
章
中
学
校
卒

（
昭
和
四
年
）
の
植
物
画
家
・
太
田
洋
愛
氏
が
岐
阜
県
白
川
郷
で

偶
々
見
つ
け
命
名
さ
れ
た
八
重
桜
で
す
。
こ
の
度
の
植
樹
は
、
本

校
Ｏ
Ｂ
の
鈴
木
雅
也
先
生
が
校
長
時
代
の
（
二
〇
一
七
年
）
同
窓

会
年
報
で
校
門
前
の
オ
オ
タ
ザ
ク
ラ
の
樹
勢
が
衰
え
て
い
る
こ
と

を
報
告
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
そ
の
こ
と
を
知
っ
た
岐

阜
成
章
会
会
員
の
武
山
教
子
さ
ん
が
行
動
し
、
そ
の
熱
意
に
賛
同

し
た
多
く
の
同
窓
生
の
リ
レ
ー
で
三
年
が
か
り
で
実
現
し
ま
し

た
。
創
立
百
二
十
周
年
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て
生
徒
の
皆
さ

ん
の
応
募
の
中
か
ら
「
受
け
継
ご
う
百
二
十
年
の
伝
統　

語
り
継

ご
う
百
二
十
年
の
歴
史
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
歴
史
と
伝
統
を
大

切
す
る
と
は
こ
の
よ
う
な
出
会
い
、
縁
を
大
切
に
す
る
こ
と
で
、

ま
さ
に
同
窓
生
が
繋
い
だ
「
絆
の
サ
ク
ラ
」
と
呼
べ
る
の
で
は
な
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い
で
し
ょ
う
か
。
丁
度
今
、
田
原
市
博
物
館
で
太
田
洋
愛
展
も
開

催
さ
れ
、
作
品
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
生
涯
、
実
績
も
紹
介
さ
れ
て

い
ま
す
。
小
さ
い
頃
か
ら
絵
を
描
く
こ
と
が
好
き
な
少
年
が
、
大

志
を
抱
き
努
力
を
重
ね
る
中
で
恩
師
に
出
会
い
薫
陶
を
受
け
、
植

物
画
の
道
を
究
め
た
そ
の
生
き
方
に
触
れ
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で

す
。最

後
に
、
田
原
市
に
も
ご
多
分
に
漏
れ
ず
人
口
減
、
少
子
化
の

波
が
押
し
寄
せ
て
い
て
歴
史
と
伝
統
を
誇
る
わ
が
母
校
成
章
も
過

渡
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
今
回
記
念
事
業
と
し
て
開
催
し
た
地
元

の
各
分
野
で
活
躍
し
て
お
ら
れ
る
同
窓
生
に
よ
る
座
談
会
で
も
、

現
役
生
徒
代
表
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
と
な
り
様
々
な
意
見
交
換
が

な
さ
れ
ま
し
た
。
詳
し
く
は
今
朝
の
地
元
に
も
詳
し
く
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
是
非
お
読
み
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。
今

後
各
分
野
の
関
係
者
で
対
話
を
重
ね
、
十
年
、
二
十
年
先
を
見

据
え
た
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
き
、
わ
が
成
章
高
校
が
渥
美
半
島
の

中
核
校
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
け
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。
本
日
ご
臨
席
の
皆
様
に
は
引
き
続
き
、
御
指
導
、
御
協
力
の

ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

令
和
三
年
十
月
二
十
日創

立
百
二
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
長

成
章
会
会
長　
　

石
黒　

功

校
長
挨
拶

秋
も
一
段
と
深
ま
り
、

木
々
の
葉
も
色
づ
く
季
節
と

な
り
ま
し
た
。
本
日
、
こ
の

佳
き
日
に
、
愛
知
県
立
成
章

高
等
学
校
創
立
百
二
十
周
年

記
念
式
典
を
開
催
す
る
に
あ

た
り
、
御
多
忙
の
と
こ
ろ
田

原
市
長
山
下
政
良
様
、
前
成
章
会
会
長
松
井
昭
様
、
本
校
歴
代
校

長
先
生
、
そ
し
て
本
校
歴
代
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
様
と
、
多
数
の
御
来
賓

の
御
臨
席
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
教
職
員
、
生
徒
は
リ
モ
ー

ト
で
の
参
加
と
な
り
ま
す
。
こ
の
様
な
状
況
下
で
も
工
夫
を
し
て

記
念
式
典
が
執
り
行
わ
れ
る
こ
と
は
、大
き
な
喜
び
で
あ
り
ま
す
。

只
今
は
、
田
原
市
長
の
山
下
政
良
様
か
ら
、
お
祝
い
と
激
励
の

お
言
葉
を
賜
り
、
感
激
い
た
す
と
と
も
に
、
決
意
を
新
た
に
し

た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
記
念
事
業
実
行
委
員
会
か
ら
ご
説
明
い
た
だ
い
た
よ
う
に
、

百
二
十
周
年
の
事
業
と
し
て
、
多
く
の
設
備
の
整
備
や
国
際
交
流

基
金
等
を
計
画
し
て
い
た
だ
き
、
将
来
に
わ
た
っ
て
生
徒
の
学
校

生
活
を
豊
か
に
し
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。本
校
職
員
を
代
表
し
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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本
校
は
明
治
三
十
四
年
田
原
尋
常
高
等
小
学
校
付
設
の
「
成
章

館
」
と
し
て
再
興
さ
れ
て
以
来
大
正
、
昭
和
、
平
成
、
令
和
の
五

つ
の
時
代
を
亘
っ
て
現
在
に
至
り
ま
す
。
そ
の
間
、
東
三
河
を
代

表
す
る
学
校
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
な
が
ら
、
卒
業
生
は

二
万
五
千
余
名
を
数
え
、
県
内
は
も
と
よ
り
、
全
国
各
地
で
活
躍

し
て
い
ま
す
。

残
念
な
が
ら
本
校
も
少
子
化
の
波
に
抗
い
き
れ
ず
、
学
級
減
が

進
み
、
現
在
の
一
・
二
年
生
は
学
年
で
五
学
級
規
模
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
様
な
状
況
で
あ
っ
て
も
藩
校
成
章
館
以
来
の
教
育
方
針

「
文
武
両
道
」
は
受
け
継
が
れ
、
学
習
面
で
は
毎
日
の
積
み
重
ね

に
よ
り
、
多
数
の
生
徒
が
全
国
の
国
公
立
大
学
を
は
じ
め
私
立
大

学
や
専
門
学
校
に
進
学
し
て
い
ま
す
。
就
職
希
望
者
も
公
務
員
や

地
元
企
業
に
就
職
す
る
な
ど
着
実
な
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。
ま

た
部
活
動
で
も
県
大
会
、
東
海
大
会
、
全
国
大
会
に
出
場
す
る
な

ど
の
活
躍
を
続
け
て
い
ま
す
。

さ
て
、
生
徒
の
皆
さ
ん
は
創
立
百
二
十
周
年
と
い
う
節
目
の
年

の
在
校
生
で
す
。
本
校
の
歴
史
と
伝
統
の
重
み
を
感
じ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。「
受
け
継
ご
う
百
二
十
年
の
伝
統　

語
り
継
ご
う

百
二
十
年
の
歴
史
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
百
二
十
周
年

に
ふ
さ
わ
し
い
想
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
日
は
本
校
の
歴

史
と
伝
統
に
想
い
を
馳
せ
る
と
と
も
に
、
現
在
の
自
分
を
振
り
返

る
絶
好
の
機
会
で
す
。
百
二
十
周
年
の
記
念
す
べ
き
年
に
生
徒
と

し
て
本
校
に
身
を
置
い
た
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
、
悔
い
の
な
い
高

校
生
活
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の
一
層
の
努
力
で
成
章
高

校
の
伝
統
が
よ
り
輝
か
し
い
も
の
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。私

た
ち
教
職
員
も
、こ
の
栄
え
あ
る
年
に
在
職
し
て
い
る
「
縁
」

を
大
切
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
生
徒
と
と
も
に
成
章
高
校
の
更

な
る
発
展
の
た
め
に
力
を
尽
く
し
て
い
く
所
存
で
す
。

結
び
に
、
本
事
業
に
御
尽
力
を
賜
り
ま
し
た
石
黒
功
実
行
委
員

長
を
は
じ
め
関
係
各
位
の
皆
様
に
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
御
支
援
、
御
鞭
撻
を
お
願
い
申
し

上
げ
御
礼
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

令
和
三
年
十
月
二
十
日愛

知
県
立
成
章
高
等
学
校
長　

青
山
昌
俊
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生
徒
代
表
挨
拶

創
立
百
二
十
周
年
に
あ
た

り
、
生
徒
を
代
表
い
た
し
ま

し
て
、
挨
拶
を
述
べ
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

本
校
は
、
そ
の
起
源
と
な

る
旧
田
原
藩
の
藩
校
「
成
章

館
」
の
創
立
か
ら
数
え
る
と

二
百
十
年
余
り
、
時
代
が
明
治
と
な
り
、
再
興
か
ら
数
え
る
と
今

年
で
百
二
十
年
周
年
と
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
歴
史
と
伝
統
の

あ
る
学
校
は
、
近
隣
は
も
と
よ
り
、
愛
知
県
内
で
は
希
少
で
す
。

ま
た
、
こ
の
間
、「
成
章
」
の
二
文
字
が
校
名
か
ら
途
絶
え
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
学
校
は
、
愛
知
県
内

で
は
知
る
限
り
、
他
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

私
は
、
来
年
の
四
月
か
ら
社
会
人
と
し
て
仕
事
に
就
き
ま
す
。

社
会
人
と
な
っ
て
か
ら
も
、
母
校
「
成
章
」
で
学
ん
だ
一
員
と
し

て
の
プ
ラ
イ
ド
を
持
ち
、
お
客
様
や
先
輩
方
、
地
域
の
方
々
に
胸

を
張
っ
て
、「
成
章
の
出
身
で
す
」
と
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
、
努
力
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

世
界
は
こ
の
後
も
混
沌
と
し
た
時
代
が
続
く
と
思
わ
れ
ま
す
。

自
分
の
努
力
だ
け
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
時
、
努
力
が
報
わ
れ

ず
に
、
困
っ
た
こ
と
が
起
き
た
時
、
そ
ん
な
時
に
は
多
く
の
先
輩

方
の
力
を
お
借
り
す
る
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
本
校
の
「
成
章
」
の
二
文
字
は
、
そ
の
プ
ラ
イ
ド
と

ブ
ラ
ン
ド
と
と
も
に
、
こ
の
後
も
途
絶
え
る
こ
と
は
け
っ
し
て
な

い
で
し
ょ
う
。
自
分
自
身
が
生
き
て
い
く
中
で
も
、「
成
章
」
の

二
文
字
を
意
識
す
る
こ
と
は
、
途
絶
え
る
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま

す
。社

会
の
一
員
と
し
て
、
広
く
渥
美
半
島
の
た
め
に
貢
献
す
る
と

と
も
に
、
こ
の
後
続
く
、
後
輩
の
皆
様
方
の
た
め
に
も
「
成
章
」

の
プ
ラ
イ
ド
と
ブ
ラ
ン
ド
を
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

令
和
三
年
十
月
二
十
日

生
徒
代
表　

岡
本
幸
樹
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